
生成AIを活用した商標業務関連ツールの最新
動向と実務への統合 

Gemini 3.1 pro 
知的所有権（IP）および法務業界は、デジタルトランスフォーメーションの長期的な波を経て、現在「生
成AI（Generative AI）」による根本的なパラダイムシフトの只中にある。かつては定型業務の補助や
ルールベースの検索に留まっていた人工知能技術は、自然言語処理（NLP）、大規模言語モデル（
LLM）、そしてマルチモーダル技術の劇的な進化により、商標のクリアランス調査から出願書類の起
案、拒絶理由通知への高度な法的応答、さらには自律的なポートフォリオ管理に至るまで、商標実

務の根幹を直接的に支えるインフラストラクチャとして機能し始めている。 

本研究レポートは、グローバル市場および日本国内における生成AIを活用した商標業務特化型
ツールの現状を網羅的に分析するものである。効率化の定量的な効果、技術的メカニズムの進化、

新たに生じている著作権や非弁行為などの法的・倫理的リスク、そして2026年以降の次世代トレンド
である「マルチモーダル化」および「エージェントAI（Agentic AI）」への進化について、多角的な視点
から精緻な考察を展開する。 

1. 商標実務における汎用LLMから「特化型プラットフォーム」
への移行 
知財実務における生成AIの導入は、2020年代前半から急速に進展してきたが、2026年現在、市場
は大きな成熟を見せている。もはやChatGPTやClaudeのような汎用的な大規模言語モデル（LLM）
を直接プロンプト入力で利用するフェーズから、商標ワークフローの各プロセスに深く統合された「商

標業務特化型の専用プラットフォーム」への移行が鮮明となっている。 

商標という分野は、図形ロゴの視覚的要素、称呼（読み方）の音声学的要素、指定商品・役務の概

念的要素が複雑に絡み合い、さらに各国の法域ごとの厳格な審査基準が存在する。汎用的なAIで
はこうした複合的な判断基準や最新の特許庁データベースとの正確な照合を行うことが難しく、ハル

シネーション（もっともらしい虚偽の出力）のリスクが極めて高い。そのため、商標法に精通した専門

家（弁理士や商標弁護士）のノウハウをAIの学習モデルやシステムアーキテクチャに直接組み込ん
だ「商標特化型のAIツール」が不可欠となっており、導入企業と非導入企業の間での業務スピードや
品質の格差が顕著になっている。 

 

 

2. 商標クリアランス調査における技術的進化と定量的効果 
商標のクリアランス調査（先行商標調査）は、ブランド保護の第一歩であり、最もAIの恩恵を受けてい
る領域である。この領域における生成AIおよび関連機械学習技術の導入は、単なるプロセスの高速
化にとどまらず、検索の質と正確性そのものを根本から再定義している。 



2.1. 従来手法の限界とマルチモーダルアプローチへの転換 
かつて、米国特許商標庁（USPTO）などのデータベースにおける図形商標やロゴのクリアランス調査
は、審査官や書記官が主観的に割り当てた数値的なデザインコード（ウィーン分類など）に依存して

いた1。例えば「放射線を持つ星」を意味する「01.01.06」といったコードで検索を行う手法である。しか
し、出願人と審査官の間で図形の認識に齟齬が生じるケースは珍しくなく、結果として数千件に及ぶ

無関連な結果（ノイズ）を手作業でレビューするか、リバースイメージ検索ツールを用いて不完全な

チェックを行うほかに選択肢がなかった1。 

これに対し、現在の最先端の商標調査ツールは、自然言語処理（NLP）、ニューラルネットワークを用
いた音声学（Phonetics）の解析、および視覚的類似性（Visual Similarity）の分析を統合的に処理す
るマルチモーダルなアプローチを採用している2。 例えば、Clarivate傘下のCorsearchが提供する「
TrademarkNow」や「TrademarkVision」は、画像認識技術と機械学習を駆使し、図形商標のクリアラ
ンスを劇的に効率化している3。これらのプラットフォームは、人間による分類コードに依存することな

く、ピクセルレベルでの視覚的特徴や概念的類似性を直接比較することが可能であり、従来見逃さ

れがちであったコンフリクトを早期に発見する機能を有している2。また、医薬品業界に向けては、商

標データと規制データを単一のAIプラットフォームに統合した「Corsearch Pharma」のような特化型ソ
リューションも展開されている4。 

2.2. 定量的な時間削減と予測スコアリングの実装 
AIを活用したクリアランス調査の最大の価値は、専門家の時間をより戦略的な業務に再配分できる
点にある。Corsearchの実績データによれば、AIを搭載したプラットフォームの利用により、クリアラン
スの意思決定にかかるタイムラインは最大40%短縮され、日々の商標監視（ウォッチング）における
手動レビュー時間は50%から70%削減されている4。 

また、新興のスタートアップ企業も独自のAIモデルによって市場を牽引している。商標法に精通した
AIサイエンティストによって構築された独自技術を擁する「Haloo」は、コモンロー（慣習法）に基づく使
用権の検索において、高い精度を実現している9。同社のプラットフォームを導入した法律事務所や

ネーミングエージェンシーでは、教育時間を75%削減しつつ、783時間の作業時間を節約し、12万ド
ルのコスト削減に成功した事例が報告されている9。 

さらに、「Trademarkia」のようなプラットフォームでは、生成AIを活用した「登録可能性予測機能（
Registrability Predictor）」を提供している10。このエンジンは、ユーザーが入力した商標の名称と指

定商品・役務の説明を解析し、「著名商標との競合」「一般名称化の度合い」「記述的性質」「著名人

の氏名等との抵触」「類似商標の存在」「地理的識別性」という6つの法的指標を計算し、出願の成功
確率をパーセンテージで予測する11。 

 

ツールプロバイダー 主要機能・製品名 AIの活用領域および
定量的成果 

参照情報 

Clarivate TrademarkVision, 画像認識による図形

検索、音声・意味論
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3. 出願書類の自動起案および中間処理（拒絶理由通知対応）
の変革 
調査・クリアランスのフェーズが完了した後、実際の特許庁への出願手続きや、審査過程で発生する

拒絶理由通知への対応（中間処理）においても、生成AIは「商標実務のコパイロット（副操縦士）」とし
て機能している。 

3.1. 願書および指定商品・指定役務のドラフト生成 
日本国内の実務環境において注目されるのが、「商標アシスト PRO」のようなAI駆動型の支援ツー
ルである。同サービスは、ユーザーが自然言語でAIと対話しながら商標出願願書を作成する機能を
備えている12。例えば、出願人が「化粧品とサプリメントを販売したい」と入力すると、AIが適切な区分
（第3類や第5類など）と該当する類似群コードを自動的に推定し、代表的な商品・役務名の一覧を提
示する12。さらに、作成された指定商品・指定役務が特許庁の早期審査要件（対象要件3など）を満た
しているかを自動で検査する機能や、図形商標のウィーン分類をAIが推定するクラシファイア機能が
実装されており、出願前の形式的瑕疵を減少させている13。 

3.2. 拒絶理由通知（Office Action）への戦略的応答 
各国の特許商標庁から発せられる拒絶理由通知（Office Action）への応答は、審査官の論理を崩
すための高度な法的論証と戦略的思考が求められる。この領域において、Questel社が提供する商
標向けAIアシスタントは、対象となる商標、先行商標（Prior Art）、および拒絶理由通知の背景情報
を迅速に解析し、審査官の指摘事項に対する最新の法的反論案のドラフト作成を支援している15。 



日本国内においても、商標特化型AIツールによる拒絶理由への対応支援が進展している。例えば
株式会社IP-RoBoの「TM-RoBo」などのツールは、類似群コードや称呼に基づく高度な検索機能とAI
による類否統計指標の算出機能を有しており、出願前の調査精度を上げることで拒絶理由通知を受

けるリスク自体を最小化する。また、万が一類似商標の存在などを理由とした拒絶理由通知が出さ

れた場合でも、AIツールを用いた過去の審決や登録事例の迅速な調査により、審査官への有効な
反論ロジック（意見書・手続補正書の作成）を効率的に構築することが可能となっている。これによ

り、専門家は膨大なデータの照合から解放され、反論の戦略立案に集中できる。 

ツールプロバイダー 主な機能 AIによる具体的な支援メカニズ
ム 

商標アシスト PRO AI対話願書作成、早期審査
チェック 

自然言語の入力から適切な区

分・類似群コードをAIが推定。
ウィーン分類の自動判定機能。 

Questel Office Action Response AI 拒絶理由と背景情報を解析し、

審査官に対する説得力のある反

論（法的論証）のドラフトを生成。 

IP-RoBo (TM-RoBo) AI商標検索、類否統計指標 過去の審決等を学習し、類似性

を数値化。出願前の拒絶リスク

回避および意見書作成のための

事例調査を支援。 

4. 商標ポートフォリオ管理・ウォッチング機能の高度化 
商標の実務は、権利を取得して終わるものではない。更新期限の管理や、第三者による類似商標

の出願を監視し、必要に応じて異議を申し立てる継続的なポートフォリオ管理が不可欠である。生成

AIは、この管理業務におけるヒューマンエラーを排除し、網羅的な監視網を構築する上で決定的な
役割を果たしている。 

4.1. ドケッティングの自動化とTMEPリサーチの高速化 
米国に拠点を置く「Alt Legal」が提供するIPドケッティング（期限管理）ソフトウェアは、生成AIを活用し
て商標実務家の日々の管理業務を変革している代表例である18。同プラットフォームは、世界180以
上の知財庁から直接データを取得し、新規案件の作成から、各国の現地代理人からの通信処理、カ



レンダー同期、そしてパーソナライズされた期日アラートの送信までを完全に自動化している18。 

特に注目すべきは、AIを活用した「米国特許商標庁の商標審査便覧（TMEP）」のナビゲーション機能
である。Alt Legalの創業者によれば、特定のTMEPセクションに基づくオフィスアクションの応答期限
など、複雑な手続き上の疑問をマニュアルから探し出すのに従来4時間を要していたタスクが、AIの
導入によりわずか20分に短縮されたという19。 さらに、同社は「§2(d) Trademark Watch」という機能
を備えており、第三者の類似商標が公告される前に潜在的な侵害をAIが検知し、事前アラートを発
行することで、クライアントが即座に法的措置を講じることを可能にしている18。 

4.2. 日本国内におけるAI商標プラットフォームの普及 
日本国内においても、テクノロジーを活用して商標の出願と管理を劇的に効率化する特化型プラット

フォームが普及している。株式会社Toreruが提供する「自分でAI調査™」は、AIによる商標調査・出願
サービスとして市場にインパクトを与えた23。Toreruは願書や報告書の作成をAIで8割自動化してお
り、手続きの不備が頻発していた個人や中小企業でも、エラーなく出願から進捗管理までを完結でき

る仕組みを構築している。 

同様に、cotobox株式会社が展開する「Cotobox（コトボックス）」は、AIを活用して類似商標を無料で
検索でき、そのまま提携先の弁理士に最短3分で出願依頼を行えるオンラインプラットフォームを提
供している25。現在、同サービスは4.5万社以上の企業や官公庁等で利用されている25。Cotobox
は、OpenAIの「ChatGPT」と連携した機能を実装し、ユーザーがより自然な会話形式で商標に関す
る相談やサポートを受けられるユーザー体験を創出している26。 

5. ネーミング生成とブランド構築の初期段階におけるAIの光と
影 
生成AIの波は、法務や知財部門という「防御的」なプロセスだけでなく、マーケティング部門やネーミ
ングエージェンシーといった「創造的」なプロセス、すなわちブランド名の考案といった川上の業務に

も深く浸透している。しかし、汎用的な生成AIを用いたネーミングには大きなリスクが伴うため、商標
実務に特化した生成AIツールの利用が求められている。 

5.1. 商標特化型AIによる「創造と調査の統合」 
従来の汎用的なテキスト生成AI（ChatGPTなど単体）を用いてブランド名を生成した場合、AIが「完全
にオリジナルである」として出力した名称が、既存の第三者の商標と偶然に類似（あるいは完全に一

致）してしまい、無意識のうちに商標権侵害を引き起こすリスクが存在した27。また、AIはしばしば商
標としての「識別力（Distinctiveness）」を欠く一般的な名称（Generic）や記述的な名称（Descriptive
）を出力する傾向がある27。 

この課題を解決するため、商標調査とネーミング生成をワンストップで統合した専門ツールが登場し

ている。日本国内の代表例として、株式会社IP-RoBoの「TM-RoBo」が提供する「商標生成機能」が
挙げられる。この機能はChatGPTと連携しており、ユーザーが「商品・サービスの概要」「ターゲット
層」「求める方向性」「使いたい語・使いたくない語」などの条件を細かく指定すると、商標法に精通し

たAIモデルが条件にマッチする複数の商標案を自律的に生成する。 



単に文字列を生成するだけでなく、読み方、英文表現、そしてその名称の持つ特徴を併せて出力し、

さらに生成された商標案をそのまま同システムの「AI商標検索機能」にかけて類否判定（登録可能
性のチェック）を即座に行うことができる。これにより、ブランド構築の初期段階で「法的リスクのない

安全なネーミング」を効率的に選別することが可能となっている。 

5.2. 企業に求められる実践的ガードレール（防御策） 
「AIが数秒で商標の候補を無限に生成できるようになったからこそ、AIによる高度なクリアランス調査
ツールの重要性がかつてないほど高まっている」という状況が生まれている。法律事務所は、マーケ

ティング機関によるAI生成コンテンツの利用が増加する中、企業は実践的なガードレール（社内規
程）を直ちに確立すべきであると警鐘を鳴らしている29。例えば、AIによって生成されたブランド名を
実際の市場に投入する前に、法務部門や「Cotobox」のような専門プラットフォームを通じ、弁理士に
よる精緻な類似商標調査と法的リスク評価のフィルタリングを通すことが絶対条件として求められて

いる。 

6. 法的・倫理的リスク管理と業界ガイドラインの策定 
商標実務において生成AIを深く統合する上で、避けて通れないのが法的要件の厳格な遵守と、倫理
的リスクの徹底的な管理である。 

6.1. ハルシネーションの排除と「ヒューマン・イン・ザ・ループ」の絶対性 
大規模言語モデル（LLM）の構造的欠陥として、もっともらしいが完全に虚偽の情報を生成する「ハ
ルシネーション」が存在する19。商標実務家がAIを利用して法的リサーチを行ったり、拒絶理由通知
への反論ドラフトを作成したりする場合、AIの出力結果を無批判に受け入れることは重大な過誤に
直結する。アメリカ法曹協会（ABA）などの倫理的観点からも指摘されている通り、AIシステムが生成
したすべての判断は、最終的に人間の専門家（Human-in-the-loop）によって厳格にレビューされな
ければならない19。 

 

 
6.2. 日本国内におけるガイドラインと「非弁行為」リスクへの対応 
日本国内の実務環境においては、具体的なガイドラインの策定が各所で進められている。日本弁理

士会（JPAA）は、「弁理士業務 AI 利活用ガイドライン」を公開しており、会員に対して機密保持要件
の徹底や、出力結果のファクトチェック、他者の知的財産権（著作権など）を侵害していないかの事

前確認を強く求めている。 

これを実務レベルへ落とし込んだ好例が、高山特許商標事務所が策定した所内ガイドラインである。

同ガイドラインでは、生成AIを利用する際の厳格な条件として、ユーザーの入力データがAIモデルの
再学習に利用されないよう、常に「オプトアウト（学習拒否設定）」を維持することを義務付けている31

。これにより、クライアントから預かった発売前のブランド戦略が外部に漏洩し、弁理士の「守秘義務

違反」に問われるリスクを遮断している31。 さらに、日本の法制度特有の課題として、AIツールによる
サービスの提供が「弁護士法第72条（非弁活動の禁止）」に抵触するリスクがある32。AIが商標の登
録可能性について「この商標は確実に登録できる」といった「断定的な法的結論」を示し、それを業と



して提供する場合、非弁行為に該当する可能性が高い32。したがって、商標特化型AIツールを国内
で展開・利用する際には、それが「過去のデータや統計的類似度に基づく確率的なスコアリング」を

示す支援ツールに過ぎず、個別具体的な最終判断を下すものではないという明確なシステム設計が

要求される。 

7. 2026年以降の展望：マルチモーダル化と商標エージェント
AIの台頭 
2026年以降のテクノロジートレンドは、複数の情報源をシームレスに同時処理する「マルチモーダル
化」と、AIが自律的に商標管理のワークフローを遂行する「エージェントAI（Agentic AI）」によって、商
標実務のさらなる高度化を引き起こしている。 

7.1. マルチモーダルAIによる「混同の恐れ」の文脈的シミュレーション 
最新のマルチモーダルAIモデルは、テキスト、音声、ビデオ映像、そしてパッケージデザインの画像
を単一のコンテキストウィンドウ内で同時に読み込み、推論を実行することが可能である33。これま

で、図形商標の類似性調査は「画像の視覚的比較」が中心であった。しかし、マルチモーダルAIは
「画像に含まれる概念」と、「企業のウェブサイトやプロモーションから読み取れるブランドの総合的な

トーン」を統合して分析することができる34。これにより、AIは単に「ロゴの形が似ているか」だけでな
く、「実際の市場環境において、消費者の認識レベルで混同を生じる恐れがあるか」という、動的な

商標法上の判断基準（Likelihood of Confusion）に近いシミュレーションを行うことが可能になると予
測される。 

7.2. 商標業務におけるエージェントAIの自律的ワークフロー 
エンタープライズAIは「プロンプトに応答する存在」から「自ら行動を起こす存在」へと進化している35。

商標のポートフォリオ管理およびエンフォースメント（権利行使）の領域に特化したエージェントAIが
組み込まれた場合、以下のような自律的なワークフローが実現する。 

1.​ 自律的なグローバル監視と初期対応: AIエージェントが、世界中の商標公報データベース、EC
プラットフォーム、ソーシャルメディアを24時間365日体制で常時監視し、潜在的なブランド侵害
の兆候を自律的に発見する37。 

2.​ 証拠の自動収集とコンテキスト分析: 侵害の疑いを発見した場合、AIエージェントが自動的に
対象のウェブサイトにアクセスし、スクリーンショットを保存し、侵害の規模や商業的影響を定

量的に分析する38。 
3.​ 法的文書のドラフト起案と承認フロー: 収集した証拠に基づき、C&Dレター（警告状）のドラフト

や、特許庁への異議申立書の骨子を自動で作成し、担当の弁理士や法務担当者の承認ワー

クフローへ即座に送信する39。 

7.3. 専門プラットフォームにおけるガバナンス構築 
しかし、AIが自律性を持つことによる誤送信などのリスクを防ぐため、商標特化型プラットフォームは
強固なデータガバナンスの構築に注力している36。将来の法律事務所や企業の知財部門において

は、「AIエージェントのアクセス権限管理、監査ログの完全な保持、および人間の最終承認プロセス



の組み込み」を前提としたシステムの導入が必要不可欠となる。規制当局や弁理士会と継続的な対

話を持ちながら、AIのリスク管理フレームワークを更新し続けることが、次世代の知財インフラを安全
に運用するための鍵となる35。 

結論 
生成AIは、汎用LLMの直接利用という過渡期を終え、現在では商標実務に特化した専用プラット
フォームとして進化を遂げている。商標の検索やクリアランスの初期段階から、出願願書の起案、拒

絶理由通知への対応に向けた論証支援、そしてポートフォリオの監視に至るまで、商標業務のバ

リューチェーン全体が特化型AIによって最適化されている。 

日本の「TM-RoBo」「Toreru」「Cotobox」、そしてグローバル市場を牽引する「Alt Legal」や「
Clarivate (Corsearch)」といったツール群は、専門家のノウハウをAIモデルに組み込むことで、圧倒
的な効率性と高い精度を両立させている。しかし、これらの技術が進展しても、弁理士や商標弁護士

といった人間の専門家の役割が消失するわけではない。むしろ、著作権侵害や非弁行為を回避する

ためのガードレールの構築や、「AIが提示する統計的な確率とデータ」を「クライアントの事業戦略に
合致した確固たる法的判断」へと昇華させる「ヒューマン・イン・ザ・ループ（Human-in-the-loop）」の
司令塔としての価値が、これまで以上に強く求められている。 

2026年を見据えた商標エージェントAIの台頭は、知財管理システムをより自律的かつ能動的なもの
へと進化させる。知財実務家および組織のリーダーたちは、商標特化型AIツールがもたらす恩恵を
最大限に享受しつつ、専門家としての高度な倫理的責任と監視体制を維持するという、テクノロジー

と人間の新たな均衡点を確立していく責任を負っている。 
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